
家庭基礎　（必修・必選・自選） 対象学年 2 単位数 2 予定授業時間 70

新版家庭基礎　（第一学習者）

ニュービジュアル家庭科2022　（実教出版）

学期 時数 指導項目

1
学
期

①家族・家庭と社会とのかかわり
　・現代の家族
　・家族に関する法律の理念と背景
　

②次世代をはぐくむ
　・子どもの発達と、保育の役割
　・子どもの権利と福祉

③装う
　・被服の手入れと製作
　・衣生活と資源・環境
　・世界の環境に対する取り組みとSDGs

2
学
期

④住まう
　・住まいの安心安全
　・賃貸物件の借り方
　・日本の住宅事情と住宅政策

⑤食べる
　・人体と栄養
　・食生活の衛生と安全
　・日常食の調理
　・調理の基本

3
学
期

⑥充実した生涯へ
　・高齢社会の現状と課題

⑦経済生活を営む
　・経済生活を知る
　・消費者問題と契約トラブル
　・社会保険制度

⑧生活の充実・向上をめざして
　・ホームプロジェクト

令和4年度　年間指導計画

評価の観点と方法

授業への参加度、提出プリントの記述内容、定期考査、実習の参加態度と成果による総合判断

・親等の数え方と家族の名称、家族の分け方
・家族法の理念と結婚・親子・相続に関する現在の法律
・家族法の歴史的背景、世界と日本の相違点
・現代の家庭生活と家族法の問題点

・子供の成長と親、社会が果たす役割
・現代の子どもを取り巻く問題、児童福祉の歴史と今後の
課題

・ミシン縫いの基本、手縫いの技術、ボタンの付け方
・日本の衣服と世界のアパレル産業に関する人権・環境
問題
・解決に向けた世界の動きと自分の生活の見直し

・健康的で安全な住生活の管理
・賃貸物件の情報サイトの見方、必要経費の計算方法
・生活費全体及び住居費の試算
・地域全体を考えた住生活と建築基準法、環境基準

・5大栄養素の働きとバランスの良い食事、食事と疾病
・食生活の変化と日本人の健康問題
・食に関わる環境問題
・食品衛生と食中毒を起こさない食品の扱い方
・日常食の作り方、衛生管理上の注意点

・高齢者の生活
・高齢者を支える社会システムと今後の課題

・消費と契約の関係、そこから生まれるトラブル
・キャッシュレス社会の注意点と世界の流れ
・自立した経済生活と社会保険制度の関わり

・ホームプロジェクトの実践発表

担当者 瀧島　嘉代子

東京都立雪谷高等学校

教科・科目

教科書

副教材

目標

指導内容

・生活全般にわたる知識や技術を身に着け、自立した生活を楽しむ。
・自分の周りの地域から世界の人々の暮らし、地球環境と自分の生活との関わりを意識し、次世代
へつながる持続可能な生活のあり方を考える。


